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局地的な大雨に対する下水道管渠内工事等の安全性の向上について

かねてより、本会業務の円滑な運営等につきましては、格別のご高配を賜り厚くお礼申し上げます。

本年８月５日に、東京都内で施工中の下水道管渠工事（合流式下水道管の再構築工事）の現場において、局地的な大雨により急激に管渠内の水位が上昇し、工事作業員が流され、死亡者も発生するという事故が発生しました。

国土交通省では、学識経験者等からなる「局地的な大雨に対する下水道管渠内工事等安全対策検討委員会」を設立し、局地的な大雨に対する下水道管渠内の工事等における作業員の安全確保について検討を行ってきたところでありますが、今般、その検討結果が「局地的な大雨に対する下水道管渠内工事等安全対策の手引き（案）」として、とりまとめられました。

つきましては、雨水が流入する下水道管渠内での作業を伴う工事等（調査、点検等を含む）を行う場合には、同手引きを参考に、万全の安全対策が講じられるよう、全建を通じ国土交通省都市・地域整備局下水道部下水道企画課長並びに下水道事業課長より別添のとおり周知依頼がまいっておりますので、貴支部会員へご周知方よろしくお願いいたします。
なお、お手数ですが、同手引きは、ページ数が多いため、同省ホームページ（下記参照願います。）よりダウンロードしてご使用いただきますようよろしくお願い申し上げます。
☆ 国土交通省ホームページ

http://www.mlit.go.jp/report/press/city13_hh_000036.html
